
生化学Ⅰ
Biochemistry Ⅰ220311036 山内理充 専門 2 必修 1前期

科目の概要
ディプロマポリシー2,3に記載している疾病・疾病予防・食育に関する専門知識・技術を身に付け、豊かな食生活と健康を創造することができ、自
立した社会人として、常に自己研鑽に取り組み、自らの可能性を高めて社会に貢献することができる管理栄養士の育成を目指します。
　そのために、この科目では、五大栄養素、核酸の構造と機能、生体内で数多く行われている、化学反応を調節する酵素・ホルモンの作用や特徴に
ついて学修します。この知識を活用して、生化学Ⅱでの生体内の代謝を理解する。

学修内容 到達目標

① 人体を構成する五大栄養素の化学構造・機能を学ぶ。
② 核酸であるDNA、RNAの構造・機能を学ぶ。
③ 生体内の化学反応を調節する酵素・ホルモンの性質や
種類，その作用を学ぶ。

① 五大栄養素の正しい分類ができ、構造，機能を獲得し
て、栄養素の代謝を理解する基礎にすることができる。
② 核酸についての基礎的知識を獲得して、核酸代謝・遺
伝情報の理解する基礎にすることができる。
③ 酵素・ホルモンの作用を正しく理解して、疾患との関
連性や代謝調節の基礎にすることができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 指示されなくても、自分から学修を行うという意欲的な行動ができる。

働きかけ力

実行力 学修内容を必ずやり遂げるという強い意志を持ち行動できる。

考え抜
く力

課題発見力 課題を発見するために、獲得している知識をエビデンスとして活用する行動ができる。

計画力

創造力 課題を発見して、解決のための成功事例を増やす学修行動ができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

質問された内容、提示された問題に対して、要点を絞り明確に伝える行動ができる。

専門用語の定義が理解できる。話の内容を整理して聴く行動ができる。

提出物は、期限に必ず提出することができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：シンプル生化学　林　典夫　著　　南江堂
参考書：生化学　人体の構造と機能及び疾病の成り立ち　三輪一智、中　恵一　　医学書院

他科目との関連、資格との関連

「生化学Ⅰ」は「栄養士・管理栄養士、食品衛生管理者・監視員、栄養教諭」に必須の専門分野の専門基礎科目であ
り、化学・生物入門の知識を活用する。「生化学Ⅰ」はその後に履修する「生化学Ⅱ」「生化学実験」「基礎栄養学」
「臨床医学Ⅰ～Ⅲ」「臨床医学実習」の基盤となる科目である。

学修上の助言 受講生とのルール

講義のPCRシート、パワーポイントは事前に配布します。
予習を行って講義に臨み、講義中は傾聴力、発信力を発揮して下さ
い。
講義後は、その日のうちに復習を行い、繰り返し学修を行って長期
記憶として定着させて下さい。

私語は厳禁である。
PCRシートは提出期限を厳守すること。
国家試験科目であるため、単位を取得するためには、60%
以上の正解率が必要である。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

五大栄養素、核酸の正しい分類ができ、構造と機能を理解
し、知識として獲得できている。酵素・ホルモンの分類、
作用を正しく理解し、知識として獲得できている。これら
を活用して課題解決ができる問題が出題される筆記試験、
小テスト、社会人基礎力を総合的に評価して、90点以上を
S（秀）とする。80～89点をA（優）とする。

三大栄養素、核酸の正しい分類ができ、構造と機能を理解
し、知識として獲得できている。ビタミン、ミネラルは分
類ができている。酵素・ホルモンの作用が正しく理解し、
知識として獲得できている。これらを活用して課題解決が
できる問題が出題される筆記試験、小テスト、社会人基礎
力を総合的に評価して、70～79点をB（良）とする。60～
69点を（可）とする。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

80

到達目標①②③について、基本的分類や構造、機能や作用、疾患と
の関連性について、知識が獲得できて活用できるか、また、課題を
解決出来るかを試す問題を出題して評価する。② ✓

③ ✓
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

10

到達目標①②③について、単元毎に知識の獲得を目的とした小テス
トを実施する。
形式は穴埋め問題（25～35カ所）であり、100%に換算して合計を平
均して10点満点とする。試験時間は8分間としている。

② ✓

③ ✓小テスト

①

0

②

③レポート

①

0

②

③

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

予習復習（PCR）シートの予習項目が記述されている。（主体性）
シートの予習項目が教科書以外の参考文献を利用している。（実行力）
シートの授業欄に自分の課題を記入している。（課題発見力）
シートの復習項目の記述内容が適切である。（創造力）
講義内で質問、提示された内容の要点をまとめシートに記述している。（発信力）
板書した内容以外にも、記憶できていない事柄や重要であると思われる内容をシー
トに記述している。（傾聴力）
シートの提出期限を守り、講義を欠席した場合にもシートを貰いに行き、記入して
提出することができる。（規律性）
以上7項目について、ルーブーリックに基づき、毎回採点をして平均を出して10点満
点に換算して評価する。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



三大栄養素、核酸の正しい分類ができ、構造と機能を理解
し、知識として獲得できている。ビタミン、ミネラルは分
類ができている。酵素・ホルモンの作用が正しく理解し、
知識として獲得できている。これらを活用して課題解決が
できる問題が出題される筆記試験、小テスト、社会人基礎
力を総合的に評価して、70～79点をB（良）とする。60～
69点を（可）とする。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

人体を構成する細胞に
ついて、細胞核の構
造、細胞膜の構造と機
能、細胞小器官の構造
と機能について。

講義　事前にPCRシー
トを配布
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回PCRシートの配布

細胞核・膜、小器官の
構造と機能が理解でき
知識として獲得できて
いる。

（予習）
テキストp8-15を用い
てシート予習項目の記
述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

糖質1：糖質とは？糖
質の種類糖質の構造と
性質、単糖類の性質と
分類、二糖類の分類お
よび構造と性質につい
て。

細胞の小テスト、前回
のPCRシート回収
講義
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回PCRシートの配布

単糖類、二糖類の分類
ができ、構造と機能が
理解でき知識として獲
得できている。

（予習）
テキストp19-25を用い
てシート予習項目の記
述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

糖質2：多糖類の分類
および構造と機能につ
いて、グリコサミノグ
リカンの特徴と重要性
について。

講義　討論　前回PCR
シート回収
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回PCRシートの配布

多糖類の分類および構
造と性質が理解でき知
識として獲得できてい
る。

（予習）
テキストp25-28を用い
てシート予習項目の記
述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

脂質1：脂質の役割、
脂肪酸の分類、脂肪
酸、コレステロール、
リン脂質、中性脂肪の
構造と機能について。

糖質の小テスト、前回
PCRシート回収
講義
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回PCRシートの配布

脂肪酸の分類ができ、
脂肪酸、コレステロー
ル、リン脂質、中性脂
肪の性質が理解でき知
識として獲得できてい
る。

（予習）
テキストp34-39を用い
てシート予習項目の記
述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

脂質2：血中における
脂質の存在様式である
リポタンパク質の分
類、構造と機能につい
て。

講義　討論　前回PCR
シート回収
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回PCRシートの配布

リポタンパク質の分類
ができ、各リポタンパ
ク質の性質が理解でき
知識として獲得できて
いる。

（予習）
テキストをp45用いて
シート予習項目の記述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

タンパク質1：タンパ
ク質とは？アミノ酸の
基本構造、20種類のタ
ンパク質を構成するア
ミノ酸の分類につい
て。

脂質の小テスト、前回
PCRシート回収
講義
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回PCRシートの配布

アミノ酸の分類が正し
くでき、知識として獲
得できている。

（予習）
テキストp49-55を用い
てシート予習項目の記
述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

タンパク質2：タンパ
ク質の構造（1～4
次）、機能・組成によ
る分類について。

講義　討論　前回PCR
シート回収
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

タンパク質の構造、機
能による分類ができ、
知識として獲得できて
いる。

（予習）
テキストp56-62を用い
てシート予習項目の記
述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

核酸：核酸とは？塩基
とは？ヌクレオチと
は？DNA、RNAを構成す
るヌクレオチドの構造
と機能について。

タンパク質の小テス
ト、前回PCRシート回収
講義
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回PCRシートの配布

DNA、RNAを構成する塩
基、ヌクレオチドの構
造が理解でき知識とし
て獲得できている。

（予習）
テキストp65-71を用い
てシート予習項目の記
述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

酵素1：酵素とは？酵
素反応の特性、アイソ
ザイム、補酵素、酵素
活性の調節について。

核酸の小テスト、前回
PCRシート回収
講義
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

酵素反応の特性、アイ
ソザイム、補酵素につ
いて理解でき知識とし
て獲得できている。

（予習）
テキストp73-78を用い
てシート予習項目の記
述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

酵素2：酵素阻害の様
式、酵素の分類、酵素
の医薬品や検査薬への
応用について。

講義　討論　前回PCR
シート回収
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

酵素阻害の様式、酵素
の分類が理解でき知識
として獲得できてい
る。

（予習）
テキストp80-88を用い
てシート予習項目の記
述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
規律性

11

無機質：無機質とは？
無機質の分類（マクロ
とトレース）と生理機
能について。

酵素の小テスト、前回
PCRシート回収
講義
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

Ca, Mg, Na, K, Fe,
Znの生理機能を理解で
き知識として獲得でき
ている。

（予習）
テキストp269-275を用
いてシート予習項目の
記述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

ビタミン1：ビタミン
とは？ビタミンの種類
と生理作用、脂溶性ビ
タミンの作用、欠乏症
について。

無機質の小テスト、前
回PCRシート回収
講義
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

脂溶性ビタミンの作
用、欠乏症が理解でき
知識として獲得できて
いる。

（予習）
テキストp89-96を用い
てシート予習項目の記
述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

13

ビタミン2：水溶性ビ
タミンの作用、欠乏
症、補酵素としての水
溶性ビタミンについ
て。

講義　討論　前回PCR
シート回収
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

水溶性ビタミンの作
用、欠乏症が理解でき
知識として獲得できて
いる。

（予習）
テキストp97-105を用
いてシート予習項目の
記述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

ホルモン1：ホルモン
とは？受容体別のホル
モン作用機序、ステロ
イドホルモン各論につ
いて。

ビタミンの小テスト、
前回PCRシート回収
講義
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

ホルモンの作用機序が
理解でき、ステロイド
ホルモンを分類でき、
知識として獲得できて
いる。

（予習）
テキストp277-284を用
いてシート予習項目の
記述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

ホルモン2：ペプチド
ホルモン各論、ホルモ
ンと内分泌疾患につい
て。

講義　討論　前回PCR
シート回収
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供

ホルモンと内分泌疾患
の関連性が理解でき知
識として獲得できてい
る。

（予習）
テキストp284-290を用
いてシート予習項目の
記述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



生化学Ⅱ
Biochemistry Ⅱ220312037 山内理充 専門 2 必修 1後期

科目の概要

　ディプロマポリシー2,3に記載している疾病・疾病予防・食育に関する専門知識・技術を身に付け、豊かな食生活と
健康を創造することができ、自立した社会人として、常に自己研鑽に取り組み、自らの可能性を高めて社会に貢献する
ことができる管理栄養士の育成を目指します。そのため、この科目では、三大栄養素の消化・吸収とその代謝および代
謝異常について学修します。また、細胞の増殖・再生におけるメカニズムについても学修します。

学修内容 到達目標

① 三大栄養素の代謝と生体エネルギー産生を学ぶ。
② 核酸の合成・分解を学ぶ。
③ 遺伝情報の基礎を学ぶ。
④ 代謝の異常を学ぶ。

① 三大栄養素の吸収・分解・体内合成、エネルギー産生
系を理解し、疾患との関連性を考えることができる。
② ヌクレオチドの合成と分解理解し、遺伝情報との関連
性を考えることができる。
③ DNAの複製・転写・翻訳理解し、細胞の増殖・再生のメ
カニズムを理解する基礎にする事ができる。
④ 代謝異常症を理解して、臨床栄養学の基礎とする事が
できる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 指示されなくても、自分から学修を行うという意欲的な行動ができる。

働きかけ力

実行力 学修内容を必ずやり遂げるという強い意志を持ち行動できる。

考え抜
く力

課題発見力 課題を発見するために獲得している知識をエビデンスとして活用する行動ができる。

計画力

創造力 課題を発見して、解決のための成功事例を増やす学修行動ができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

質問された内容、提示された問題に対して、要点を絞り明確に伝える行動ができる。

専門用語の定義が理解できる。話の内容を整理して聴く行動ができる。

提出物は、期限に必ず提出することができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：シンプル生化学　林　典夫　著　　南江堂
参考書：生化学　人体の構造と機能及び疾病の成り立ち　三輪一智　中　恵一　医学書院

他科目との関連、資格との関連

「生化学Ⅱ」は「栄養士・管理栄養士、食品衛生管理者・監視員、栄養教諭」に必須の専門分野の専門基礎科目であ
り、「生化学Ⅰ」で獲得した知識を活用して、その後に履修する「生化学実験」「臨床医学Ⅰ～Ⅲ」「臨床医学実習」
「臨床栄養学Ⅰ～Ⅲ」の基盤となる科目である。

学修上の助言 受講生とのルール

講義のPCRシート、パワーポイントは事前に配布します。
予習を行って講義に臨み、講義中は傾聴力、発信力を発揮して下さ
い。
講義後は、その日のうちに復習を行い、繰り返し学修を行って長期
記憶として定着させて下さい。

私語は厳禁である。
復習はその日中に必ず実施すること。
国家試験科目であるため、単位を取得するためには、60%
以上の正解率が必要である。

2023年度 愛知学泉大学シラバス

シラバス番号 科目名 担当者名
基礎・専門

別
単位数

選択・必修
別

開講年次・
時期

実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

三大栄養素の吸収・吸収とその代謝、エネルギー産生系を
理解し、知識として獲得できている。核酸代謝、遺伝情報
を理解し、知識として獲得できている。代謝異常症につい
て理解し、知識として獲得できている。これらを活用して
課題解決ができる問題が出題される筆記試験、小テスト、
社会人基礎力を総合的に評価して、90～100点をS（秀）、
80～89点をA（優）とする。

三大栄養素の吸収・吸収とその代謝、エネルギー産生系を
理解し、知識として獲得できている。核酸代謝、遺伝情報
を理解し、知識として獲得できている。代謝異常症につい
て理解し、知識として獲得できている。これらを活用して
課題解決ができる問題が出題される筆記試験、小テスト、
社会人基礎力を総合的に評価して、70～79点をB（良）と
する。60～69点を（可）とする。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

80

到達目標①②③④について、三大栄養素の消化・吸収と代謝および
代謝異常、核酸代謝、遺伝情報による細胞の増殖について、獲得し
た知識を活用して課題解決する問題を出題して評価する。② ✓

③ ✓

④ ✓

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

10

到達目標①②③④について、単元毎に小テストを実施する。
穴埋め問題（25～35カ所）、100%に換算して合計を平均して10点満
点とする。試験時間は8分間としている。② ✓

③ ✓

④ ✓

小テスト

①

0

②

③

④

レポート

①

0

②

③

④

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

予習復習（PCR）シートの予習項目が記述されている。（主体性）
シートの予習項目が教科書以外の参考文献を利用している。（実行力）
シートの授業欄に自分の課題を記入している。（課題発見力）
シートの復習項目の記述内容が適切である。（創造力）
講義内で質問、提示された内容の要点をまとめシートに記述している。（発信力）
板書した内容以外にも、記憶できていない事柄や重要であると思われる内容をシー
トに記述している。（傾聴力）
シートの提出期限を守り、講義を欠席した場合にもシートを貰いに行き、記入して
提出することができる。（規律性）
以上7項目について、ルーブーリックに基づき、毎回採点をして平均を出して10点満
点に換算して評価する。

② ✓

③ ✓

④ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



三大栄養素の吸収・吸収とその代謝、エネルギー産生系を
理解し、知識として獲得できている。核酸代謝、遺伝情報
を理解し、知識として獲得できている。代謝異常症につい
て理解し、知識として獲得できている。これらを活用して
課題解決ができる問題が出題される筆記試験、小テスト、
社会人基礎力を総合的に評価して、70～79点をB（良）と
する。60～69点を（可）とする。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

三大栄養素（糖質、脂
質、タンパク質）の消
化・吸収のメカニズム
について。

講義　事前にPCRシート
の配布を行っておく。
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

三大栄養素の消化・吸
収の概要を理解し、知
識として獲得できてい
る。

（予習）
テキストp121-126を用
いてシート予習項目の
記述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

糖質代謝1： 解糖系、
クエン酸回路、電子伝
達系の機構と特徴につ
いて。

講義　前回PCRシート回
収
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

解糖系、クエン酸回
路、電子伝達系の関連
性を理解し、知識とし
て獲得できている。

（予習）
テキストp133-138を用
いてシート予習項目の
記述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

糖質代謝2：糖新生・
ペントースリン酸回
路・グリコーゲン代謝
の機構と特徴につい
て。

講義　討論　前回PCR
シート回収
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
予習問題配布

糖新生、グリコーゲン
代謝を理解し、知識と
して獲得できている。

（予習）
テキストp138-148を用
いてシート予習項目の
記述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

糖質代謝3：糖質代謝
のまとめ問題の解説。

講義　前回PCRシート回
収
予習問題の解答率
チェック、授業欄の記
入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

問題の60％が正解でき
ている。

（予習）
予習問題を制限時間内
に実施して自己採点す
る。
（復習）
問題の解説を学び、自
分の課題を解決する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

脂質代謝1：脂肪酸の
合成と分解、ケトン
体、中性脂肪合成の機
構と特徴について。

講義　糖質代謝小テス
ト、正解率と抽出した
課題回収
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

脂肪酸の合成と分解、
ケトン体合成を理解
し、知識として獲得で
きている。

（予習）
テキストp161-175を用
いてシート予習項目の
記述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

脂質2：中性脂肪、コ
レステロール、エイコ
サノイド合成の機構と
特徴について。

講義　討論
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供

中性脂肪、コレステ
ロール、エイコサノイ
ド合成を理解し、知識
として獲得できてい
る。

（予習）
テキストp175-187を用
いてシート予習項目の
記述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

脂質代謝3：糖質代謝
のまとめ問題の解説

講義　前回PCRシート回
収
予習問題の解答率
チェック、授業欄の記
入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

問題の60％が正解でき
ている。

（予習）
予習問題を制限時間内
に実施して自己採点す
る。
（復習）
問題の解説を学び、自
分の課題を解決する。

210

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

タンパク質代謝1：
AST,ALTによるアミノ
基転移反応、アミノ酸
の分解反応の酸化的脱
アミノ基反応につい
て。

講義　脂質代謝小テス
ト、正解率と抽出した
課題回収
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

アミノ基転移反応、分
解を理解し、知識とし
て獲得できている。

（予習）
テキストp189-202を用
いてシート予習項目の
記述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

タンパク質代謝2：ア
ミノ酸から合成される
生理活性物質および含
窒素化合物について。

講義　討論　前回PCR
シート回収
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

アミノ酸から合成され
る生理活性物質を理解
し、知識として獲得で
きている。

（予習）
テキストp202-210を用
いてシート予習項目の
記述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

タンパク質代謝3：タ
ンパク質代謝のまとめ
問題の解説

講義　前回PCRシート回
収
予習問題の解答率
チェック、授業欄の記
入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

問題の60％が正解でき
ている。

（予習）
予習問題を制限時間内
に実施して自己採点す
る。
（復習）
問題の解説を学び、自
分の課題を解決する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

核酸代謝：プリン・ピ
リミジンヌクレオチド
合成の新生経路と再生
経路、分解反応による
最終代謝産物につい
て。

講義　討論　タンパク
質代謝小テスト、正解
率と抽出した課題回収
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

プリン・ピリミジンヌ
クレオチド合成・分解
および最終代謝産物を
理解し、知識として獲
得できている。

（予習）
テキストp211-217を用
いてシート予習項目の
記述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

遺伝情報1：DNA複製お
よび転写のメカニズに
ついて。

講義　核酸代謝小テス
ト、前回PCRシート回収
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

複製と転写を理解し、
知識として獲得できて
いる。

（予習）
テキストp293-301を用
いてシート予習項目の
記述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

遺伝情報2：翻訳とプ
ロセシング、DNA損傷
と修復について。

講義　討論　前回PCR
シート回収
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

翻訳、DNA修復機構を
理解し、知識として獲
得できている。

（予習）
テキストp304-313を用
いてシート予習項目の
記述
（復習）
テキスト、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

代謝の異常症：骨粗鬆
症、糖尿病、脂質異常
症について

講義　遺伝情報小テス
ト　前回PCRシート回収
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供
次回のPCRシートの配布

骨粗鬆症、糖尿病、脂
質異常症の分類・診断
基準を理解し、知識と
して獲得できている。

（予習）
配布資料を用いてシー
ト予習項目の記述
（復習）
配布資料、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

先天性代謝異常症およ
び染色体異常症につい
て。

講義　討論　代謝異常
症小テスト、前回PCR
シート回収
PCRシート予習チェッ
ク、授業欄の記入
グーグル・クラスルー
ムを活用した質問、資
料提供

先天性代謝異常症の分
類を理解し、知識とし
て獲得できている。

（予習）
配布資料を用いてシー
ト予習項目の記述
（復習）
配布資料、授業欄を用
いて復習項目記述

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


